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三
月
二
日
、
坂
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
坂
本
寿
会
の
会
員
二
十
二
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
ハ
ッ
サ
ン
ズ
」
を
講
師
に
招
き
、

笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
寸
劇
を
交
え

た
『
交
通
事
故
防
止
』
と
『
消
費
生
活
』

の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
た
ち
は
交
通
事
故
防
止
の
講
話
で

は
、
夜
光
タ
ス
キ
や
反
射
材
等
を
必
ず
着

用
す
る
こ
と
や
必
要
最
低
限
の
交
通
ル
ー

ル
に
つ
い
て
再
認
識
し
、
消
費
生
活
の
講

話
で
は
、
近
年
悪
質
な
訪
問
販
売
が
多
発

し
て
い
る
中
、
自
分
自
身
で
悪
質
商
法
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
対
処
法
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

三
月
二
日
、
有
漢
町
川
関
集
落
セ
ン

タ
ー
に
あ
す
な
ろ
会
の
会
員
七
人
が
集
ま

り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
六
人
を
招
待

し
て
ひ
な
祭
り
サ
ロ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
招
待
さ
れ
た
方
達
と
一
緒
に

巻
き
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

に
は
手
作
り
の
お
ひ
な
様
も
飾
ら
れ
、
会

場
全
体
が
華
や
か
に
な
り
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
ひ
な
祭
り
の
日
を
楽
し
く
祝
い
ま

し
た
。

　

会
の
終
了
後
、
こ
の
日
会
場
に
来
ら
れ

な
か
っ
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
み
ん

な
で
作
っ
た
巻
き
寿
司
を
届
け
る
友
愛
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
住
み
慣
れ
た

地
域
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
の
合
っ
た
七
人
の
女
性
で
構
成
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢

者
や
障
害
者
、
一
人
暮
ら
し
の
方
々
が

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
呼
び
か
け
や
見
守
り
や
訪

問
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ボランティア団体「ハッサンズ」
のみなさんの楽しい講話や寸劇が
ありました。

会長
樋口フサ江さん

成
羽
町 

坂
本
寿
会

有
漢
町 

あ
す
な
ろ
会

21 年度　坂本寿会活動実績
	 4 月	 花見、グラウンド清掃活動
	 6 月	 健康相談、体力テスト
	 7 月	 歯科相談
	 9 月	 介護保険施設見学
	10 月	 運動会
	11 月	 調理実習
	12 月	 正月飾り作り
	 1 月	 健康相談　
	 3 月	 交通安全、消費生活講話

21 年度　あすなろ会活動実績
	 6 月	 交流軽スポーツの会
	 6 月	 学習会
	 8 月	 伝承行事で世代間交流
	 9 月	 おはぎ作り
	10 月	 手工芸
	11 月	 給食サービス
	 2 月	 ひな祭りサロンパーティー

2010ふれあいサロン活動今年度も

積極的に支
援します
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高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
制
度

に
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
い
て
、
平

成
二
十
一
年
度
会
費
収
入
は
八
百
六
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
浄
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
制
度
の
趣
旨
の
と
お
り
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
事
業
や
ふ
れ
あ
い
相
談
事
業
等
の
地

域
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い

て
は
七
月
発
行
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
」
で

報
告
し
ま
す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
さ
さ
え
あ

い
、
た
す
け
あ
う
心
の
熟
成
と
福
祉
事
業

の
充
実
を
図
る
た
め
、
福
祉
の
地
域
づ
く

り
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
本

年
度
も
会
員
制
度
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
賛
助
会
費
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○普通会員
　高梁市民	 1 口　1,000 円
○法人会員
　市内の法人 (事業所を含む )
	 1 口　3,000 円
○ふるさと会員
　市外居住者	 1 口　3,000 円
○特別会員
　特別な協力者	 1 口　5,000 円

ここでは、ふれあいサロン活動事業の流れをお知らせします。
この活動が高梁のまちを元気にしています。

「もっとサロン活動のことを知りたい」や「これからサロン活動をやっ
てみたい」などサロンに興味のある方はお気軽にお問い合わせ下さい。

社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、ふれあいサロン活動事業を積極的に広報紙で紹介してきまし
た。この活動をより身近に感じて、一人でも多くの方が地域社会の輪に参加してもらえるようにサロンの
活動内容及び事業の流れをお知らせします。

サロン活動 サロン活動申請から助成金交付までの流れ
閉じこもりや
一人暮らしの方

仲間づくり、生
きがいづくりに
より地域福祉の
向上につながる

社会福祉協議会

①相談

②活動内容の確認

③サロンの申込

参加の呼びかけ

地域社会へ参加

⑤サロン活動の
実績報告

⑥活動に対する助成

地域の皆さん
や 福祉委員さん

地域の皆さん
や 福祉委員さん

④サロン活動

⑦活動支援

地域福祉課☎22-7243　　有 漢 支 所☎57-3218
成 羽 支 所☎42-2005　　川 上 支 所☎48-9770
備 中 支 所☎45-3131

平
成
二
十
一
年
度
会
費
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社協職員がわかりやすく説明します
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その他歳入も社協が事業運営してい
く上で大切な収入です。主なものは、
施設整備等補助金収入などです。

その他歳入

予算額119,763千円

介護保険事業で利用された介護サー
ビスに対する収入です。

介護保険収入

予算額216,464千円

各種事業サービスにおける利用料収
入です。

事業収入

予算額122,162千円

福祉サービスの充実を図るため、高
梁市からの助成を受け、事業展開し
ています。

受託金収入

予算額111,857千円

社会福祉協議会が福祉サービスを行う
ために必要な経費を高梁市からいただ
いて市民の福祉ニーズにこたえます。

経常経費補助金収入

予算額110,172千円

皆さまからいただいた香典返し等を
貴重な浄財として地域福祉活動に使
わせていただいています。

寄附金収入

予算額15,262千円

市民みなさんの善意の心をいただく
ことによって、地域福祉の積極的な
事業展開ができます。

会費収入

予算額10,372千円

歳入総額

706,052千円
（一般会計・公益特会・収益特会）　市内在住の 75 歳以上の高齢者等の医療機関や外出

等への交通の便を助けています。

予算額 36,344千円

一般会計

　買 物、外 出 時、
家周りの手入れ、
家屋の軽微な修繕
等、日常生活で必
要な援助を申請に
よって行います。

予算額 2,458千円

☆高梁、川上、備中生き
がいデイサービス事業

　高齢在宅生活者
に通所でのサービ
スを提供し、高齢
者の自立生活の促
進、社会的孤立感
の解消を図りま
す。

予算額 40,645千円

　地域で安心していきいきとした生活ができるように住
民の福祉意識の向上を図ります。

予算額 18,174千円

　ふれあいサロン活動（写真左）や移送サービスの他に、　
　　・地区社協活動への支援
　　・地域福祉活動団体への支援
　　・在宅寝たきり調査及び慰問金配布業務の委託
　などをこの事業で行っています。

　被害を受けた母屋又は長屋等の被災の状況によっ
て見舞金を支給します。

予算額 875千円

　高齢者等の日常生活における心配ごとについて相談に応じ、適
切な助言や支援を行います。

予算額 644千円

　市民の皆さんがいきいきと安心して暮らせるよう理事会・評議
員会等で地域福祉の維持・向上について審議し、社協の事業運営
をします。

予算額 117,846千円

　福祉委員連絡会等の開催を
通じて福祉委員の役割及び意
識の向上を図ります。また、
ともにささえあい・たすけあ
いの福祉のまちづくりを目指
すため、ふれあい福祉講座を
開催します。

予算額 4,342千円

　皆さまからいただい
た香典返しの一部をこ
の事業に充当して、地
域の福祉活動や社協の
事業内容をお知らせし
ています。

予算額 2,415千円
　障害者に対し、生活面での支援を行ったり、交通
遺児に対し、激励金の支給を行います。

予算額 220千円

　収入が少なく、必要な資金融資が受けられない世
帯、障害者等のいる世帯、介護を要する高齢者のい
る世帯に資金を貸付けています。

予算額 446千円

☆敬老祝い品贈呈事業　
　永年にわたり地域の発展に尽くさ
れた高齢者に感謝の意を表し、長寿
を祝い記念品を贈呈しています。
☆その他の事業
○老人クラブ連合会及び５地域老人クラブ事務支
援
○日常生活用具貸出事業

移送サービス（受託）事業

軽度生活支援等受託事業

生きがい活動支援受託事業

地域福祉活動事業

災害福祉活動事業

ふれあい相談事業

法人運営

ふれあいのまちづくり事業

企画広報事業

障害児・母子・児童福祉事業

生活福祉資金貸付受託事業

老人福祉事業

予算額 2,171千円

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、平成 22 年 3 月 25 日、高梁総合福祉センターで理
事会を、高梁総合文化会館で評議員会を開催し、平成 22 年度事業計画及び一般会計予算・特別
会計予算などが理事会で承認、評議員会で議決されました。

　１．「ささえあい・たすけあい」が実感できる地域福祉の推進
　２．会員制度の普及と会員加入の促進
　３．福祉委員を中心とした小地域ネットワークづくりの推進
　４．地区社会福祉協議会の健全育成及び連携強化
　５．介護職員の資質を高め専門性を発揮した介護サービスの向上

歳出総額551,632千円

一般会計歳出

事業計画・予算平成22年度 新年度予算が決まりました！

5つの
重点目標
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その他歳出 予算額 623千円

　生活困難で他
から援助を受け
ることができな
い方に対し、生
活に必要な資金
の貸付を行って
います。

福祉資金貸付事業

寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業

　一人暮らし高齢者
や身体障害者等、寝
具類の衛生管理が困
難な方に対し、申請
によって、寝具の丸
洗い消毒乾燥サービ
スを年３回実施して
います。

　市民の皆さんからいただい
た大切な募金を地域性を活か
した福祉活動を実施する団体
等に対し、助成します。

予算額 1,841千円

○一般募金配分金事業
○歳末たすけあい配分金事業　です。

赤い羽根共同募金活動のようす

共同募金配分金事業

予算額 6,422千円

予算額 3,462千円

○居宅介護支援事業
○訪問介護事業
○訪問入浴事業
○通所介護事業
○共同生活介護事業
です。

　質の高い介護サービスの提供を行っています。

介護保険事業

予算額 274,242千円

ボランティアセンター活動事業

予算額 2,039千円

　健康相談や機能訓練、運動指導に関することや子
育て支援等に関する業務を支援しています。

保健センター事業

予算額 2,272千円

　遺族連合会の事務支援を行っています。

遺族援護事業

予算額 1,440千円

　認知症等によって、金銭管理や福祉サービス等の
利用手続きに不安のある方の自立生活を支援してい
ます。

地域福祉権利擁護受託事業

予算額 3,986千円

　市内で積極的にボラ
ンティア活動を展開し
ている団体や学校に対
し、助成を行っていま
す。

給食サービス受託事業

予算額 28,725千円

　一人暮らし高齢
者や身体障害者
等、調理が困難な
方に対し、利用者
の健康等の状況に
応じた食事の提供
を行っています。
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予算額 444千円

　概ね 60 歳以上の
高齢者が余暇や就業
意欲に応じて、「知
識」、「経験」、「技術」、
「技能」を発揮でき
る場を提供していま
す。

予算額 105,936千円

148,937千円

　市民の皆さんが
福祉活動の拠点と
してこのセンター
を利用していま
す。

予算額 42,557千円

公益事業特別会計

　自宅での生活が困
難な概ね 65 歳以上
の一人暮らし及び虚
弱老人が生活できる
場の提供と施設の維
持管理を行っていま
す。

予算額 5,483千円

5,483千円

その他事業

総合福祉センター

シルバー人材センター高齢者統合在宅支援事業（ほのぼの荘）

収益事業特別会計

「ささえあい・たすけあい」
が創り出す福祉のまち高梁

＜平成22年度　会費及び寄附金の主な充当事業＞

寄附金を財源とした事業（15,262 千円）
事業名 単位（千円） 事業内容

企画広報事業 2,415 広報紙の発行
ふれあいのまちづくり事業 2,619 健康福祉のつどい、小地域ネットワークづくり活動支援
地域福祉活動事業 8,530 地区社協活動交付金、福祉団体等活動支援
ボランティアセンター活動事業他 1,698 夏のボランティア体験事業、ボランティア登録事業、出前講座他

会費を財源とした事業（9,554 千円）

（※会費には、移送、シルバー会員会費は含まれない。）

事業名 単位（千円） 事業内容

ふれあいのまちづくり事業 1,698 福祉委員連絡会、ふれあい福祉講座、福祉委員活動保険料他活動支援

ふれあい相談事業 644 福祉総合相談、高齢者サービス相談、心配ごと相談、身体障害者相談

地域福祉活動事業 4,050 ふれあいサロン事業、移送サービス（単独）事業

老人福祉事業 1,720 米寿記念品贈呈

障害児・母子・児童福祉事業 220 障害者団体等活動支援、交通遺児激励金支給事業

災害福祉活動事業 825 被災家屋等復旧費助成事業、災害見舞金支給事業

ボランティアセンター活動事業他 397 ボランティア団体活動助成事業、学童生徒のボランティア活動普及事業、
ボランティア活動保険料助成事業他

色んな事業に使わ
れているのね！
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四
月
八
日
、
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
十
九
名
が
お
花

見
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ぽ

か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
敷
地
内
に
咲
い

て
い
る
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
外
に
出
る
機
会
が
な
い

利
用
者
た
ち
は
満
開
の
桜
を
見
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
よ
う
で
終
始

笑
顔
で
し
た
。

　

利
用
者
の
方
は
「
満
開
の
桜
が
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
み
ん
な
で
記

念
写
真
が
撮
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

成
羽
町
小
泉
の
小
泉
げ
ん
き
会

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

へ
毎
月
二
回
、
同
会
の
会
員
宅
で
採

れ
た
野
菜
や
果
物
等
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

同
会
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ

ゆ
り
苑
へ
会
と
し
て
何
か
出
来
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
、「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
や
か
に
生
活
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
に
」
と
自
家
生
産
物
を

届
け
て
い
ま
す
。

　

さ
さ
ゆ
り
苑
の
入
居
者
も
月
二

回
、
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
て
大
変
喜
ん
で
お
り
、
ま
た
季

節
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
等
を
食
す

る
こ
と
で
、
益
々
元
気
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

四
月
十
四
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

さ
さ
ゆ
り
苑
で
は
、
毎
年
恒
例
の
お

花
見
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
四
月
は
花
冷
え
の
日
が
多

く
、
な
か
な
か
外
に
出
ら
れ
な
い
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
桜
の
花
も
ち
ょ

う
ど
見
頃
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

職
員
の
手
作
り
の
お
団
子
を
食
べ
な

が
ら
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
の

入
居
者
は
、
次
回
開
催
さ
れ
る
誕
生

日
会
な
ど
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

三
月
二
十
六
日
、
川
上
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
と
職
員
あ
わ
せ
て
四
十
四
人

が
避
難
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
厨
房
か
ら
の
出
火
を
想

定
し
て
の
避
難
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。

　

訓
練
後
、
高
梁
市
消
防
署
の
職
員

の
方
か
ら
家
庭
用
火
災
報
知
器
や
感

知
器
の
適
切
な
設
置
場
所
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
消
防
署
職
員
の
「
避
難
時
に

一
人
が
慌
て
る
と
他
の
人
に
も
伝

わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
冷
静
な
行
動

を
と
る
こ
と
が
大
切
」
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
利
用
者
た
ち
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

地域福祉活動報告

お団子を食べながらお花見

桜の下で記念写真

たくさんの野菜等ありがとうございました

避難訓練のようす

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

桜
満
開
　
お
花
見
会

成
　
羽

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
春
日
和
の
お
花
見

川
　
上

小
泉
げ
ん
き
会

新
鮮
野
菜
等
の
提
供

成
　
羽

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

避
難
訓
練
を
実
施

川
　
上
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種　別 担　当
相談員 区分 6月 7月

福
祉
総
合
相
談

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
相
談

常
任
相
談
員

高梁本所
14日、28日（月）
2日、9日、16日、23日、30日（水）
　高梁総合福祉センター

12日、26日（月）
7日、14日、21日、28日（水）
　高梁総合福祉センター

有漢支所
成羽支所
川上支所
備中支所

心
配
ご
と
相
談

心
配
ご
と
相
談
員

高梁本所
4日、18日（金）
10日、24日（木）
　高梁総合福祉センター

2日、16日（金）
8日、22日（木）
　高梁総合福祉センター

有漢支所 16日（水）　有漢保健センター 21日（水）　有漢農業構造改善センター
成羽支所 25日（金）　中生活改善センター 16日（金）　成羽総合福祉センター
川上支所 20日（火）　川上保健センター
備中支所 23日（水）　備中高齢者生活福祉センター

身
体
障
害
者
相
談

身
体
障
害
者

相
談
員

高梁本所 3日（木）　高梁総合福祉センター 1日（木）　高梁総合福祉センター
有漢支所
成羽支所
川上支所
備中支所

☆相談予約・問い合わせ	 高梁本所 ☎ 22-7243	 有漢支所 ☎ 57-3218	 成羽支所 ☎ 42-2005
	 川上支所 ☎ 48-9770	 備中支所 ☎ 45-3131	
☆相談時間　10：00〜 15：00　※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

ふれあい相談と援助平成22年度　

や
す
ら
ぎ
荘
（
備
中
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、「
生
き
が
い
活

動
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

備
中
町
に
お
住
ま
い
の
概
ね
六
十
歳

以
上
で
体
が
虚
弱
等
の
方
を
対
象
と
し

て
お
り
、
毎
週
水
曜
日
に
生
活
指
導
、

日
常
動
作
訓
練
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
給

食
や
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
手
工
芸
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
軽
体
操
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
が
共
同
し
て
の
作
品

作
り
や
春
・
秋
の
遠
足
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。
利
用
の
申
込
み
問
い
合
わ
せ

先
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
高
梁
市
社

会
福
祉
協

議
会

	

備
中
支
所

	

（
☎
４
５

−
３
１
３

１
）

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
楽
し
く
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

生
き
が
い

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

お
し
ら
せ

寝
具
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

事
業
を
平
成
二
十
二
年
七
月
と
十
月
、

平
成
二
十
三
年
三
月
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

▽
対
象
者
…
次
の
条
件
を
満
た
す
方

❶
市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

る
方

❷
六
十
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
世
帯
に
属
す
る
高
齢
者
並
び

に
身
体
障
害
者

❸
病
気
や
障
害
な
ど
の
理
由
で
寝
具

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

▽
対
象
品
目
…
掛
布
団
、
敷
布
団
、
肌

布
団
、毛
布
（
シ
ン
グ
ル
）
の
一
セ
ッ

ト
▽
問
い
合
わ
せ
…
地
域
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
ま
で

地
域
福
祉
課（
☎
２
２

−

７
２
４
３
）

有
漢
支
所　
（
☎
５
７

−

３
２
１
８
）

成
羽
支
所　
（
☎
４
２

−

２
０
０
５
）

川
上
支
所　
（
☎
４
８

−

９
７
７
０
）

備
中
支
所　
（
☎
４
５

−

３
１
３
１
）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
に

つ
い
て

楽しく手工芸をしています
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【
異
動
】

▼
事
務
局
参
与
＝
野
口
悦
司
（
高
梁
市

総
務
部
企
画
課
長
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か

は
し
管
理
者
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
た
か
は
し
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師
＝
岡
崎
宏
子

（
介
護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所
た

か
は
し
管
理
者
兼
訪
問
介
護
事
業
所

主
任
）

▼
同
課
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
兼
巨
瀬

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
活
相
談

員
＝
池
田
文
子
（
同
課
訪
問
介
護
事

業
所
主
任
）

▼
同
課
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
兼
訪
問

入
浴
事
業
所
た
か
は
し
看
護
師
＝
樽

角
益
子
（
同
課
訪
問
介
護
事
業
所
主

任
）

▼
同
課
備
中
デ

イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主

任
兼
訪
問
入

浴
事
業
所

び
っ
ち
ゅ
う

主
任
＝
岡
利

子
（
同
課
備

中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼

訪
問
入
浴
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任

兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ

う
主
任
）

【
退
職
】
小
見
山
寛
（
事
務
局
参
与
）

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
（　

）
内
は
旧
任

定
期
人
事
異
動

お
し
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

事
業
の
事
前
研
修
会
と
事
後
研
修
会
を

六
月
か
ら
八
月
の
期
間
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

▽
対
象
者
…
市
内
へ
在
住
又
は
通
学
し

て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

▽
内　

容
…
市
内
の
施
設
及
び
地
域
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

▽
問
い
合
わ
せ
…
地
域
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
ま
で

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

体
験
事
業
に
つ
い
て

福
祉
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
原
則

二
年
と
し
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
任
期
満
了
や
任
期
途
中
で
福
祉
委

員
を
交
代
さ
れ
た
方
は
、
本
所
地
域
福

祉
課
又
は
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

福
祉
委
員
の
交
代
に
つ
い
て

福祉施設の作品展示コーナー

利
用
者
と
職
員
が
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

と
割
り
箸
で
作
成
し
ま
し
た
。

職
員
が
障
子
紙
に
色
を
つ
け
、
利
用

者
が
、
そ
れ
ら
を
折
っ
た
り
組
み
合

わ
せ
た
り
し
て
タ
ケ
ノ
コ
を
作
っ
て

い
ま
す
。

かわいい小学生と園児の表情がちぎ
り絵でうまく表現されています。

利用者が毛糸をまとめて作成しました。

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

こ
い
の
ぼ
り

タ
ケ
ノ
コ

ち
ぎ
り
絵

　
　
作　

今
井
可
知
子
さ
ん

猫
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第 31号 ふれあい福祉

《
宇
治
地
区
》

金
一
封　

宇
治
町	

広
金
　
一
男

	

（
故
・
勉
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

久
保
木
　
昌

	

（
故
・
恵
美
子
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封　

松
原
町	

東
　
　
晃
満

	

（
故
・
忠
雄
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封　

落
合
町　

横
林
　
　
保

	

（
故
・
雅
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	

入
江
　
孝
行

	

（
故
・
智
嘉
譽
様
）

金
一
封　

落
合
町	

吉
岡
　
隆
則

	

（
故
・
秋
子
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

上
有
漢	

飯
山
　
隆
史

	

（
故
・
泰
朗
様
）

金
一
封　

有　

漢	

東
　
　
泰
司

	

（
故
・
留
代
様
）

金
一
封　

上
有
漢	

土
屋
　
秀
明

	

（
故
・
操
様
）

金
一
封　

上
有
漢	

髙
木
　
　
隆

	

（
故
・
基
様
）

金
一
封　

有　

漢	

宮
井
　
金
吾

	

（
故
・
鶴
男
様
）

金
一
封　

上
有
漢	

大
本
　
一
学

	

（
故
・
一
代
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封　

長　

地	

西
江
喜
代
治

	

（
故
・
文
恵
様
）

金
一
封　

長　

地	

西
江
喜
代
治

	

（
故
・
登
美
枝
様
）

	

（
故
・
勇
夫
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封　

川
面
町	

藤
井
　
　
脩

	

（
故
・
里
治
様
）

十
万
円　

川
面
町	

三
村
　
明
而

	

（
故
・
水
戸
夫
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

田
中
　
光
夫

	

（
故
・
上
森
秀
雄
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

清
水
　
洋
一

	

（
故
・
光
男
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

日
田
　
　
篤

	

（
故
・
壽
榮
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

長
谷
川
末
治

	

（
故
・
定
夫
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

宮
森
　
好
枝

	

（
故
・
幸
雄
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

松
森
　
　
修

	

（
故
・
明
恵
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

本
倉
　
順
子

	

（
故
・
大
江
俊
子
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封　

中
井
町	

井
平
　
良
枝

	

（
故
・
季
士
様
）

金
一
封　

中
井
町	

内

　
章
一

	

（
故
・
欣
一
様
）

金
一
封　

中
井
町	

宮
本
　
和
雄

	

（
故
・
敏
男
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封　

玉
川
町	

西
本
　
忠
夫

	

（
故
・
近
の
様
）

金
一
封　

玉
川
町	

石
田
　
桂
子

	

（
故
・
実
様
）

金
一
封　

鍛
冶
町	

中
村
　
　
平

	

（
故
・
久
代
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

長
谷
川
末
治

	

（
故
・
定
夫
様
）

金
一
封　

伊
賀
町	

兒
玉
み
ど
り

	

（
故
・
和
光
様
）

金
一
封　

段　

町	

樋
口
　
重
善

	

（
故
・
ヒ
ロ
コ
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

伊
達
　
静
雄

	

（
故
・
政
代
様
）

金
一
封　

横　

町	

小
林
　
弘
之

	

（
故
・
鈴
子
様
）

金
一
封　

中
之
町	

菅
田
　
　
毅

	

（
故
・
淑
子
様
）

金
一
封　

鍛
冶
町	

藤
田
　
千
波

	

（
故
・
林
原
喜
久
代
様
）

金
一
封　

落
合
町	

西
林
　
美
和

	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封　

中
井
町	

内

　
章
一

	

（
故
・
欣
一
様
）

金
一
封　

浜　

町	

小
林
　
廣
士

	

（
故
・
イ
ツ
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	

吉
岡
　
隆
則

	

（
故
・
秋
子
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

本
倉
　
順
子

	
（
故
・
大
江
俊
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封　

津
川
町	
福
島
　
祥
孝

	

（
故
・
福
嶋
こ
と
の
様
）

金
一
封　

津
川
町	

山
本
美
智
夫

	

肥
田
　
𠮷
教

	

（
故
・
大
森
銀
様
）

金
一
封　

津
川
町	

宮
原
　
　
充	

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　

横　

町	

髙
杉
　
正
己

	

（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	

奥
田
　
弘
江

	

（
故
・
修
様
）

金
一
封　

津
川
町	

山
本
美
智
夫

	

肥
田
　
𠮷
教

	

（
故
・
大
森
銀
様
）

金
一
封　

川
面
町	

藤
村
　
政
男

	

（
故
・
要
六
様
）

金
一
封　

南　

町	

熊
谷
　
信
行

	

（
故
・
清
子
様
）

金
一
封　

川
面
町	

藤
井
　
　
脩

	

（
故
・
里
治
様
）

金
一
封　

玉
川
町	

森
末
　
清
一

	

（
故
・
ツ
ヤ
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	
横
林
　
　
保

	

（
故
・
雅
子
様
）

金
一
封　

川
面
町	

三
尾
　
公
良

	

（
故
・
美
雪
様
）

金
一
封　

玉
川
町	

石
田
　
桂
子

	

（
故
・
実
様
）

金
一
封　

松
原
町	

東
　
　
晃
満

	

（
故
・
忠
雄
様
）

金
一
封　

南　

町	

大
月
　
　
仁

	

（
故
・
一
二
三
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

野
村
　
和
弘

	

（
故
・
巖
様
）

金
一
封　

正
宗
町	

木
口
真
佐
樹

	

（
故
・
輝
子
様
）

十
万
円　

川
面
町	

三
村
　
明
而

	

（
故
・
水
戸
夫
様
）

ありがとうございました。
　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成22年 3月と 4月にいただいたご寄付についてお知らせし
ます。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 22年3月〜4月



第 31号ふれあい福祉
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（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
有
漢	

米
山
　
雪
恵

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
有
漢	

土
屋
　
弘
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

川
上
さ
ち
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

鷲
塚
　
秋
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

坂
本
　
光
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

上
大
竹	

下
川
　
文
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

柏
木
　
卓
之

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

三　

沢	

三
村
　
静
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）	

金
一
封　

三　

沢	

川
上
　
時
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

三
宅
　
敏
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

川
上
　
隆
夫

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

三　

沢	

村
松
　
好
男

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

布　

賀	
堀
田
　
久
栄

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

平　

川	

瀬
戸
川
保
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

平　

川	

井
上
　
英
雄

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

	

（
故
・
村
上
ア
ヤ
子
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

平　

川	

井
上
　
清
巳

	

（
故
・
山
本
キ
ク
エ
様
）

金
一
封　

東
油
野	

西
川
　
末
子

	

（
故
・
章
美
様
）

金
一
封　

平　

川	

前
原
　
政
子

	

（
故
・
諠
昭
様
）

金
一
封　

布　

瀬	

髙
見
　
元
章

	

（
故
・
千
鶴
子
様
）

金
一
封　

布　

賀	

三
村
　
鶴
惠

	

（
故
・
幸
人
様
）	

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

前
岡
　
春
子

	

（
百
歳
の
お
礼
と
し
て
）

金
一
封　

	
匿
　
　
　
名

	（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
三
一
〇
・
三
一
一
回
目
）

金
一
封　

浜　

町	

奥
　
　
節
夫

	

（
転
居
に
伴
う
お
礼
と
し
て
）

金
一
封　

向　

町	

大
杉
　
田
鶴

	

（
百
歳
祝
い
の
内
祝
い
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》	

金
一
封　

巨
瀬
町	

前
岡
　
春
子

	

（
百
歳
の
お
礼
と
し
て
）

五
万
円　

巨
瀬
町	

上
森
　
昭
男

	

智
香
恵

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

有　

漢	

山
縣
　
梅
代

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

森
本
　
　
宏

金
一
封　

星　

原	

平
松
　
武
雄

	

（
故
・
良
子
様
）

金
一
封　

上
日
名	

難
波
　
知
啓

	

（
故
・
一
朗
様
）

金
一
封　

成　

羽	

金
子
　
幸
夫

	
（
故
・
一
夫
様
）

金
一
封　

下　

原	
西
江
　
　
馨

	

（
故
・
喜
代
四
様
）

金
一
封　

高
知
市	

田
上
　
孝
忍

	

（
故
・
太
忍
様
）

金
一
封　

下　

原	

甲
平
　
厚
司

	

（
故
・
聰
子
様
）

金
一
封　

羽　

根	

東
　
　
正
司

	

（
故
・
京
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

上
大
竹	

川
上
　
力
郎

	

（
故
・
始
様
）

金
一
封　

仁　

賀	

亀
石
　
正
夫

	

（
故
・
チ
ヨ
様
）

金
一
封　

仁　

賀	

三
宅
　
雅
治

	

（
故
・
克
女
様
）

金
一
封　

高　

山	

赤
木
　
　
泉

	

（
故
・
俊
平
様
）

金
一
封　

高　

山	

橋
本
勢
津
子

	

（
故
・
伸
治
様
）

金
一
封　

七　

地	

川
上
　
啓
介

	

（
故
・
丈
夫
様
）

金
一
封　

上
大
竹	

国
末
　
勝
弘

	

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封　

埼
玉
県	

藤
森
　
妙
子

　
　
　
　

井
原
市	

三
島
　
雪
枝

　
　
　
　

埼
玉
県	

岩
間
　
敏
子

　
　
　
　

埼
玉
県	

竹
内
　
秀
子

　

三
月
十
五
日
発
行（
第
三
十
号
）

に
お
い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

◆
十
一
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
津
川
地
区
》

（
誤
）

金
一
封　

津
川
町	

藤
森
　
武
夫

（
正
）

金
一
封　

津
川
町	

藤
森
　
幾
夫

金
一
封　

布　

賀	

森
本
　
恵
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

平　

川	

中
平
　
弘
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

賀	

藤
原
　
信
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

賀	

三
村
　
鶴
惠

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
》

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

　
　
　
　

上
谷
町	

田
原
　
照
子

新
緑
が
鮮
や
か
な
清
々
し
い
季
節
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
ほ
ど
前
の
入
学

シ
ー
ズ
ン
に
桜
を
背
景
に
記
念
写
真
を

撮
ら
れ
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
と
て
も
心
に
残
る
家
族

に
出
逢
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
様

子
で
し
た
が
、
お
子
さ
ん
の
入
学
を
お

祝
い
す
る
姿
は
と
て
も
凛
と
し
て
お
ら

れ
、表
情
は
と
て
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。

ま
た
、
見
守
る
家
族
の
方
の
や
さ
し
い

表
情
や
お
子
さ
ん
の
少
し
照
れ
た
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
、
見

て
い
た
私
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
、

思
わ
ず
「
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
声
を
掛
け
た
く
な
る
よ
う
な

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
家
族
に
引
き
寄
せ
ら
れ

る
か
の
よ
う
に
近
く
で
写
真
を
撮
っ
て

い
た
家
族
も
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り

あ
う
な
ど
、
一
つ
の
小
さ
な
輪
が
二
つ

三
つ
と
重
な
り
、
大
き
な
輪
に
な
っ
て

い
く
よ
う
に
見
え
、
み
な
さ
ん
の
心
の

編
集
後
記

輪
の
「
温
か
さ
」
や
「
優
し
さ
」
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
表
紙
の
背
景
は
高
梁
の
紺
屋

川
美
観
地
区
に
あ
る
紺
屋
川
沿
い
に
並

ん
で
咲
い
て
い
る
桜
で
す
。

桜
の
木
々
を
手
入
れ
し
て
保
存
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
の
努
力

も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

高
梁
市
に
は
、〝
こ
の
よ
う
な
人
を

引
き
寄
せ
る
力
〟、〝
感
動
を
与
え
て
く

れ
る
力
〟、
ま
た
〝
人
を
支
え
る
力
〟

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
『
人
の
力パ

ワ
ー

』
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
力
が
原
動

力
と
な
り
、「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
さ
ら
に
推

進
す
る
よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携

を
と
り
な

が
ら
笑
顔

で
「
顔が

ん

晴ば

（
る
）」
っ

て
い
き
ま

す
の
で
今

後
と
も
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。


